
マイナ保険証を活用した救急業務の円滑化に係る実証事業を実施します 

 

【概要】 

この事業は、傷病者が健康保険証利用登録を済ませたマイナンバーカード（いわ

ゆる「マイナ保険証」）を救急現場で活用し、搬送先病院の選定等をより円滑に行う

ことを目的とした実証事業です。 

全国の消防本部と連携して、総務省消防庁が主導して進めているもので、救急

現場での情報活用による医療連携の強化と、傷病者の負担軽減を図る取組です。 

 

１．事業期間  令和７年 10月 1日～令和 8年 3月 31日 

 

２．実施隊数  消防署 救急隊 ２隊 

 

３．実施内容 

①救急隊員が傷病者にマイナンバーカードの健康保険証利用登録の有無を確

認します。 

②原則本人の同意のうえ、カードリーダーを使用して救急活動に必要な情報を

閲覧し、適切な医療機関へ搬送します。 

 

４．期待される主な効果 

・搬送先医療機関の迅速な選定かつ適切な受入れ体制の構築 

・服薬情報や診療履歴の活用による救急活動の質の向上と安全性の確保 

・傷病者や家族の精神的・時間的負担の軽減 

  ※閲覧対象情報：受診歴、診療情報、薬剤情報、特定健診情報等 

 

 

問合せ先  

二宮町消防本部 消防課警防班 

TEL 0463-72-0015（代表） 


